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質
　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
当
初
予
算
は
。�

答
　
庁
舎
整
備
費
27
億
６
３
７
５
万
３
千

円
の
内
訳
は
、
工
事
管
理
業
務
委
託
料
の

ほ
か
、
庁
舎
建
設
工
事
請
負
費
、
旧
議
事

堂
耐
震
補
強
工
事
請
負
費
、
外
構
工
事
請

負
費
、
什
器
類
備
品
購
入
費
等
で
あ
る
。�

�

質
　
庁
舎
建
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
業
者

の
労
務
管
理
に
つ
い
て
は
。�

答
　
市
で
は
契
約
時
に
、
労
働
災
害
保
険

加
入
証
の
添
付
を
求
め
て
い
る
。�

�

質
　
免
震
装
置
に
つ
い
て
は
。�

答
　
設
計
ど
お
り
の
性
能
を
満
た
す
仕
様

の
製
品
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

同
等
の
製
品
を
扱
う
メ
ー
カ
ー
は
複
数
あ

り
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
を
選
定
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
工
事
請
負
業
者
が
選
定

す
る
こ
と
に
な
る
。�

�

質
　
免
震
装
置
の
ゴ
ム
の
耐
用
年
数
は
。

答
　
加
熱
促
進
劣
化
試
験
で
60
年
か
ら
80

年
耐
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。�

�

質
　
旧
議
事
堂
耐
震
補
強
工
事
の
概
要
は
。�

答
　
耐
震
補
強
工
事
は
平
成
27
年
７
月
ご

ろ
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
を
想
定
し
て

い
る
。
議
事
堂
の
内
装
改
修
の
人
造
研
ぎ

出
し
仕
上
げ
部
分
は
特
殊
工
事
で
あ
り
、

現
状
と
同
じ
仕
上
げ
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
に
近
い
製
品
で
復
旧
し
た
い
。�

�

質
　
備
品
の
購
入
は
。�

答
　
使
用
可
能
な
備
品
は
再
利
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
　
　�
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質
　
債
務
負
担
行
為
の
追
加
理
由
は
。 �

答
　
指
定
管
理
施
設
の
雇
用
安
定
を
図
る

も
の
で
、
対
象
職
員
１
名
に
つ
き
賞
与
２

カ
月
分
を
目
処
に
指
定
管
理
料
を
引
き
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。 �

�

質
　
法
人
保
育
所
特
別
保
育
事
業
費
等
補

助
金
返
還
金
の
補
正
理
由
は
。 �

答
　
延
長
保
育
に
対
す
る
補
助
金
だ
が
25

年
度
中
に
年
度
途
中
で
新
規
児
童
受
け
入

れ
な
ど
に
よ
り
補
助
要
件
の
保
育
士
の
加

配
基
準
を
満
た
さ
な
い
月
が
あ
っ
た
４
施

設
に
つ
い
て
、
該
当
月
分
の
補
助
金
返
還

分
で
あ
る
。
今
後
は
毎
月
の
状
況
確
認
、

現
地
調
査
を
行
う
。 �

�

質
　
出
会
い
創
出
支
援
事
業
の
内
容
は
。 �

答
　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
民
間
団

体
等
に
対
し
て
上
限
20
万
円
、
補
助
率
10

分
の
10
、
５
回
分
を
予
定
し
て
い
る
。 �

�

質
　
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
業
務
の
委
託

先
と
業
務
範
囲
は
。 �

答
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
協
議
を
予
定
し
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
い
る
か
等
を
選
考
基

準
と
す
る
。
委
託
先
は
調
査
分
析
等
の
業

務
の
ほ
か
、
戦
略
会
議
へ
情
報
提
供
な
ど

策
定
ま
で
の
業
務
支
援
と
な
る
。 �

�

質
　
消
防
団
員
費
用
弁
償
額
の
引
き
上
げ

額
の
理
由
は
。 �

答
　
災
害
実
態
に
見
合
っ
た
額
の
引
き
上

げ
要
望
を
受
け
、
合
併
前
の
単
価
水
準
や

周
辺
自
治
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
引

き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。 �

�

質
　
今
後
の
過
疎
債
の
活
用
計
画
は
。 �

答
　
合
併
特
例
債
よ
り
も
充
当
率
が
有
利

で
あ
る
た
め
今
後
も
有
効
に
活
用
す
る
。

国
に
対
し
地
方
債
計
画
に
お
け
る
増
額
や

活
用
期
間
延
長
を
要
望
の
必
要
性
が
あ
る

ほ
か
。
来
年
度
は
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
新
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。 �

�

質
　
普
通
交
付
税
の
積
算
に
お
け
る
基
準

財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額
の
見
込

み
及
び
公
債
費
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策

債
、
辺
地
債
、
過
疎
債
、
合
併
特
例
債
の

交
付
税
算
入
見
込
額
は
。 �

答
　
基
準
財
政
需
要
額
は
１
４
１
億
７
千

万
円
、
基
準
財
政
収
入
額
は
55
億
１
千
万

円
と
見
込
み
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
振
り

か
え
相
当
額
９
億
２
千
万
円
を
減
額
し
た

77
億
円
を
普
通
交
付
税
と
し
て
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
基
準
財
政
需
要
額
に
参
入

さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
等
の
合
計
は
約

15
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。 �

�

質
　
特
別
交
付
税
の
今
後
の
見
通
し
は
。 �

答
　
26
年
度
と
同
額
の
９
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
今
後
は
地
方
交
付
税
総
額
の
６

％
か
ら
段
階
的
に
減
じ
ら
れ
４
％
ま
で
縮

小
す
る
こ
と
か
ら
増
額
は
期
待
で
き
な
い
。 �

�

質
　
臨
時
職
員
増
加
に
よ
る
雇
用
の
不
安

定
化
と
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
は
。 �

答
　
通
常
、
臨
時
職
員
は
業
務
が
増
加
す

る
場
合
の
事
務
補
助
と
し
て
雇
用
す
る
も

の
で
あ
り
１
年
以
内
と
し
て
い
る
。
長
期

に
必
要
と
す
る
場
合
は
任
期
付
職
員
で
対

応
し
て
い
る
。
適
正
化
計
画
の
見
直
し
は

検
討
時
間
が
必
要
で
あ
る
。 �

�

質
　
広
報
紙
の
視
覚
障
が
い
者
や
盲
ろ
う

者
対
応
は
。 �

答
　
目
の
不
自
由
な
方
に
は
申
し
込
み
に

よ
り
声
の
広
報
を
届
け
て
い
る
。
点
字
対

応
に
つ
い
て
要
望
は
把
握
し
て
い
な
い
が

担
当
課
と
協
議
し
た
い
。 �

�

質
　
現
在
の
上
水
道
消
火
栓
で
市
内
全
域

の
消
防
水
利
は
充
足
す
る
の
か
。 �

答
　
二
ツ
井
地
区
に
は
貯
水
槽
が
多
く
設

置
さ
れ
て
お
り
、
計
画
通
り
消
火
栓
が
設

置
さ
れ
る
と
充
足
率
は
現
在
の
77
・
２
％

か
ら
３
％
上
昇
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
後
も
貯
水
槽
、
消
火
栓
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
し
た
い
。�
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一
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